




〔はじめに〕 

気管支喘息の発作発症には気道過敏性が重要な役割を果すと考えられており,喘息誘発因

子であるアレルゲンの吸入やウイルス感染は,この気道過敏性を亢進させることが指摘さ

れている。 

気象因子としての寒冷刺激も喘息誘発因子として発作発症に影響を及ぼすこと,また寒冷

条件下では喘息患者の運動誘発性喘息(EIA)が出現し易くなる事が経験され喘息児の日常

生活管理に際しては注意しなければならないものの1つである。そこで我々は,寒冷刺激が

気道過敏性の指標とされている EIA やアセチルコリン(Ach)吸入閾値に及ぼす影響を検討

し,日常生活管理上の問題点を再確認しようとした。 


